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一般社団法人 オープンCADフォーマット評議会

代表理事
Open CIM Forum設立準備室長 竹内幹男
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年 月 CALS/EC等の動向 月 OCFの活動

1996 4 建設CALS/EC整備基本構想 (社)日本パーソナルコンピュータソフトウェア協会 CAD部会

1997 6 建設CALS/ECアクションプログラム

1998 5 オープンCADフォーマット評議会設立

1999 2 CADデータ交換標準開発コンソーシアム 5 建設業のための「STEP入門セミナー」開催

2001 7 第一次建設情報標準化推進計画
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電子納品に向けて「SXFキックオフセミナー」開催
OCF検定 sfc対象の検定開始

2002 7 CAD製図基準(案)にSXF(p21)と明記 9 OCF検定 p21対象の検定開始

2003
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CALS/EC MESSE 2003
SXF Ver.3.0公開
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法人化(有限責任中間法人)
「SXF変換を意識したCAD製図」公開

2004 7 7 SXF技術者検定試験開始(平成16年度)

2005 9 SXF Ver.3.0対応検定開始

2007 12 SXF Ver.3.1公開 10 OCF検定新しい体系に移行 (2007.10基準)

2008 5 CAD製図基準(案)改定 (SXF Ver.2.0以上)
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SXF技術者検定試験 CBT試験に移行
SXF Ver.3.1対応検定開始 (2008.10基準)

2009 3 SXF表示及び確認機能要件書(案)改定 11 一般社団法人化

2010 3 CALS/ECアクションプログラム2008 1 SXF確認機能検定開始

2011 9 SXF技術者検定試験更新セミナーの形式変更

2012 国交省CIM検討会設置、試行 10 道路基盤地図情報交換属性セット検定の拡張

2013 10 OpenCIMForum設立準備、CIMセミナー開催

ＯＣＦの歩み



ＯＣＦの目的と主な活動
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目的
CADデータ交換の課題解決と高度利用

主な活動
 OCF検定
 SXF技術者検定試験
 CALS/ECの普及
 関連技術調査、実装レベル向上
 標準化活動への参画
 セミナー等の開催、講師派遣



Ｏpen ＣIM Ｆorum構想の背景
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CIM技術検討会資料より

赤字は「開発が必要な技術」

⇒ 民間による開発が期待されています



Ｏpen ＣIM Ｆorum設立へ
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 国土交通省の推進するCIMに関して技術検討会のWG等に参加しつつ、将来のCIMモデ
ル開発を見据えて既存形式でのデータ連携の検証をおこなってきた。

 ロードマップ公開を受け、より積極的にCIMを推進するため新たな活動組織「Open CIM 
Forum」の設立準備を開始した。

 CADに限らず広くCIMベンダーの参画を募り、個別ベンダーでは担いきれないCIM推進の
課題に対応していく。

方針

 CIM導入をベンダーサイドから支援する。

 CIMモデル交換標準の開発・実装を推進する。

準備室メンバー会社
(2013.10)

http://www.bigal.co.jp/index.html
http://www.bigvan.co.jp/
http://www.forum8.co.jp/index.html


今後のスケジュール
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準備室

立上げ

キックオフ

会議（5回）

キックオフ

講習会

事業部

立上げ
事業開始

キックオフ 第2回 第3回 第4回 第5回

準備会合開催予定

8月 10月 12月 2月 3月

10月31日 4月1日

• 準備室参加メ
ンバー募集

• 活動計画
• 勉強会実施

• 人事確定
• 勉強会実施
• キックオフセミ
ナー

• 勉強会実施
• 活動詳細

• 事業部役割分
担確定

• 収益計画策定
• 事業部体制確
定

今年度は準備段階

⇒ 参加メンバーを募集しています
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今後のご支援を宜しくお願いいたします。


